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新型コロナウイルス感染症のクラスターを防止する！
社会福祉施設編

～行政と共に行う高齢者施設における感染対策～

大阪大学医学部附属病院

感染制御部

感染管理認定看護師

太田悦子

2021年7月



新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
集団感染発生状況-医療機関/福祉施設-
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2021/05/24~2021/05/30 2021/05/31~2021/06/06 2021/06/07~2021/06/13 2021/06/14~2021/06/20

医療機関 高齢者福祉施設 児童福祉施設 障害者福祉施設

厚生労働省データからわかる－新型コロナウイルス感染症情報－
https://covid19.mhlw.go.jp/より改変



クラスター機関の感染拡大要因と特徴
医療機関36事例（ 400Beds 11事例）と高齢者施設12事例のFETPの関与事例について

の活動報告から以下の要因が推定された。

【福祉施設における特徴】

⚫ 介護支援等で密接に接触する機会が多い。

⚫ 職員が必ずしも感染管理に精通していないことより感染拡大規模が大きくなり、長期化しやすい。

⚫ 入所者や施設機能の特徴から必要な感染対策の厳守が難しい。

⚫ 高齢者の場合、重症化リスクが大きいことであった。

密接に接触する

入所者や施設機能の特徴

感染管理に精通していない

重症化リスクが大きい

⚫ 平時からの基本的な感染管理に関する研修の実施

⚫ 標準予防策・接触予防策・適切なPPE装着等の指導の徹底

⚫ 地域の感染管理専門家の支援を得る(望ましい）

⚫ 有事の際の人員確保の体制を地域レベルで構築

福祉施設における感染対策

国立感染症研究クラスター対策班接触者追跡チームとしての疫学センター・FETPの活動報告書
2020年7月 https://www.niid.go.jp/niid/ja/jissekijpn/9744-fetp.html



本日の内容

⚫クラスター発生事例と対応

⚫平時からの地域連携と高齢者施設の感染対策支援

⚫今後の課題
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職員 入居者

クラスター発生施設の対応と支援の経過

陽性者総数
職員5名、入居者9名

総PCR検査件数
499件

11/13
訪問2回目

12/9
終息確認

クラスター対応

11/６
全職員・入居者PCR検査

11/5
積極的疫学調査/PCR検査

11/4
保健所報告

11/6
訪問1回目

メール相談開始



初動の対応

11/3 陽性職員1名発生 保健所に連絡

11/4.5濃厚接触者のスクリーニング

11/6 入居者5名陽性⇒クラスター発生報告

施設から保健所へ吹田市保健所管内院内感染対策連絡

会議の支援チームの派遣要請がされる。



吹田市保健所管内院内感染対策連絡会議とは

感染防止対策加算Ⅰ

感染防止対策加算Ⅱ又は非加算国立循環器病研究
センター

大阪大学医学部附属病院

済生会千里病院

済生会吹田病
院

吹田市民病院

吹田徳洲会病院

愛仁会井上病院

吹田市保健所管内の医療機関等における院内感染対策の状況、院内感染の発生した

医療機関等への支援チームの派遣、高齢者施設等における施設内感染対策に係る研修の

実施等について包括的に意見交換を行うことにより、院内及び施設内感染の予防、ひいては

地域における医療の安全の確保及び医療レベルの向上を目的として平成22年に設置された。
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クラスター支援の実際

項目 内容

1回あたりの訪問時間 1時間～2時間

方法 施設内ラウンドで問題抽出、PPE着脱演習、教育資料の提供

内容
手指衛生、PPEの使用方法、ゾーニング、環境整備、職員・入居
者の健康管理、洗浄・消毒、ケアの管理（入浴、口腔ケア、食事
介助など）、換気方法

支援介入時に施設に教育している事項 （一部抜粋）



提案した施設内のゾーニング例

汚染エリア

準汚染エリア

清潔エリア

手袋・ガウン・マスク・フェイス
シールド着用エリア

脱衣エリア※

通常エリア
着用エリア※として、ガウン等の
置き場を数カ所設定する。業務動
線でご検討ください。
一例で示しています。

※脱衣と着衣は、

別のエリアで行ってください。

ガウン等置き場

ガウン等置き場

ガウン等置き場

ガウン等置き場

ガウン等置き場

職員誰もがエリアの違いを共有できるようにする



施設内対応マニュアルに記載



手指衛生の強化
手指衛生の方法、手指消毒の効果の説明



手指衛生の強化
手指衛生のタイミングと使用回数の目安について説明

手指消毒剤の入手が厳しい頃であったが、日頃から関係している団

体や施設と情報共有をする中で、支援物資としての提供がされたとの

こと。



1.帽子
2.手指衛生
3.ガウン
4.マスク
5.フェイスシールド
6.手指衛生
7.手袋

着用順番

1.手袋
2.ガウン
3.手指衛生
4.フェイスシールド
5.マスク
6.帽子
7.手指衛生

脱衣順番

PPEの着脱方法の確認

✓ 着用前

✓ 顔に触れる前

✓ 防護用具脱衣後

手指衛生を必ず実施！

手袋表面に付着した汚れに見立てた蛍光塗料が、
手袋脱衣後の手に付着している様子



感染対策の対応だけではない

✓行政対応（保健所、市役所内の福祉部関連の複数部署）への報告

✓職員への通達、欠勤対応と従事している職員へのメンタルサポートや住

居サポート

✓従事者の確保

✓PPEなどの物資確保

✓入居者と家族への対応

✓関連事業所対応（デイサービスや訪問介護・看護ステーションなど）

✓事業継続の判断 など



訪問支援時のポイント

感染対策の早期改善に向けて

⚫施設の感染対策の水準に応じて、実践可能な対策に変換して伝え

る。実施すべき対策の優先順位を考えながら伝える。

⚫支援の継続（メール、連絡先の交換）を行える環境を提示する。

職員の不安

⚫ 感染対策の基本原則をシンプルに伝える。ウイルスや菌の伝播を見

える化し対策の必要性と意味を理解してもらう。

⚫ クラスター施設は、災害現場と考えて、職員への労い、不安に寄り

添う姿勢で対応する。



平時からの地域連携と

高齢者施設の感染対策支援



加算
Ⅰ

保健所

加算
Ⅰ

加算
Ⅰ

加算
Ⅰ

加算
Ⅰ

高齢者
施設

高齢者
施設

高齢者
施設

高齢者
施設

高齢者
施設

高齢者
施設

高齢者
施設

高齢者
施設

高齢者
施設

高齢者
施設

高齢者
施設代表

高齢者
施設

吹田市保健所管内における
高齢者施設、保健所、加算ⅠのICNとの連携

加算
Ⅰ

加算
Ⅰ



高齢者施設支援の内容

感染対策リーダー育成研修

高齢者施設研修等の協力

高齢者施設感染防止対策見学会

施設内の感染対策リーダとしての活動の支援
通年で3回、1コースの研修を開催

•施設内の環境ラウンドにより改善点の提案

•感染対策に関する研修支援

他施設の感染対策の状況を見学し、自施設の改善の
参考としてもらう

クラスター発生（予防）支援

クラスター発生または2名以上の発生時に施設支援を
行う



感染対策リーダー育成研修

年度 テーマ

平成30年度
冬季感染症対策

（インフルエンザ・ノロウイルス感染症）
1シリーズ3回開講

令和元年度
薬剤耐性菌対策
1シリーズ3回開講

令和2年度
新型コロナウイルス感染症対策
1シリーズ2回開講（on Web）



シミュレーション：微生物を見える化

口腔ケアでの飛沫の飛散を見える化

手が微生物を拡げる様子を見える化



0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

スタッフ教育、研修

手指衛生

施設環境整備

インフルエンザ・ノロウィルス対策

その他

防護用具

(手袋、エプロンなど)の調達

上層部の理解

2017 2018 2019
（％）

高齢者施設において感染対策で困っていること
アンケート調査結果



ラウンド確認項目

⚫手指衛生

⚫水回り

⚫洗浄・消毒

⚫器材・リネンの管理

⚫おむつ交換

⚫組織体制
合計
48点

合計
61点

初回訪問 フォローアップ訪問

高齢者施設研修等の協力



高齢者施設における
感染防止対策見学ツアー

⚫2施設の見学会を開催
⚫各回9名ずつの参加

・他施設の感染対策の状況を見ること

は殆どなかったので、水回りの管理や

空調機の清掃など改善したい

・高齢者施設間での感染対策や他の点

（褥瘡対策や安全管理など）でも、施

設間で繋がりたい

参加者の声



クラスター発生（予防）対策支援

高齢者施設

吹田市保健所 阪大病院ICN

吹田保健所管内感染防止対策
加算Ⅰ取得医療機関のICN

訪問支援
保健師とICN

行
政
指
導
介
入

依頼

調整調整



高齢者施設における感染対策の問題点

⚫ 感染対策水準の施設間格差

職員への研修、教育の差

⚫ PPEや手指衛生剤等の保有状況の施設間格差

⚫ クラスター発生時の対応、人員確保

⚫ 認知症徘徊対策

隔離困難、マスク着用や手指衛生の実施困難

⚫ 重症化リスク



今後の課題



平時からの取り組み
１．行政を巻き込んだ連携の仕組み

高齢者施設、保健所、市町村の福祉部との連携の中で、平

時から顔の見えるしくみを作る。

高齢者

施設

高齢福

祉部

保健所
医療

機関ICN
教育・相談の
リソース

保健衛生における
指導・監督

施設全体の
管理・指導



平時からの取り組み
1. 行政を巻き込んだ連携の仕組み



平時からの取り組み
２．クラスター発生時の事業継続計画（BCP）作成

施設ごとにクラスター発生時の被害想定を行い、クラスター発生時の人、
モノ（物資）、情報を組織でどのように運営するか事前に計画しておくとと
もに、平時からの研修や訓練も計画しておく。

平時からの感染対策の研修や物資の

備蓄を持つ方法を盛り込む

https://www.mhlw.go.jp/content/000749533.pdf



まとめ

⚫平時から「顔の見える関係」を行政を巻き込んだ形での連携組

織を作っておく。

⚫平時出来ないことは、非常時もできない。平時からの教育・研

修の企画にICNが参画する。

⚫非常時に備えて、事業継続計画（BCP : Business 

Continuity Planning)を作成する中で、感染対策について

の計画行ってもらうようにする。


